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センサ研究開発コンサルタント 
・課題解決型のセンサ開発 
・シーズベースのセンサご提案 

News： 
（１）CQ出版社の電子回路技術研究会に入会 
（２）試作例：  
   Arduinoへの初挑戦 

DogNose今回の製作例：  
 Arduinoへの初挑戦 
 ３月は期末処理、お客様用の製作等で、中々DogNoseセンサ技研としての研究開発
（すなわち自主研究）が進まない状況です。ロボットの製作も一時棚上げです。 
次世代センサ協議会にて、IOT社会に向けた様々な取り組みを行っており、私も僭越で

はありますが何かのお役に立てればと研究会のメンバとして勉強会に参加しています。
その研究会の活動の中で、ラズパイやArduino等の最新のツールを調査しています。
その一環として、実際にArduinoを使ったセンサ端末製作を行いました。ここで使うマイ
コンはアトメルのATmegaシリーズのPICに似た8bitマイコンですが、とにかく参入障壁が
無くて簡単にできます。なんと１時間足らずで、開発環境を構築でき、C言語さえ使えれ

ば簡単なセンサ端末は出来てしまいます。写真は温度センサや光センサを搭載し、
LCDキャラクター表示するもの。。PICマイコンを立ち上げることを思いだすと少々ショック
ですが。。ただ、簡単な分だけ機能も最低限で業務に使うのは限定的ではありますが。。 
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 CQ出版社と言えば、若いころは無線（CQ)、トランジスタ技術、
Interface等、もう日本の電子回路業界の先頭を走り続けている出版
社です。次世代センサ協議会の縁で、そのCQ出版社との繋がりが出

来ました。このネットワークは、私にとっては雲の上の存在ですが、
著者の方々の研究会である「電子回路技術研究会」に入会させて頂
きました。私は本当に新参ものですが、センサの研究者からの立場
で少し特長を出しつつ、大先輩の方々からご指導を頂きたいと思っ
ています。 

DogNose永遠のルーキ：Luke 

CQ出版社： 「電子回路技術研究会」の会報 

Arduinoを使ったセンサ端末・温度や光センサ、お
よびLCD表示装置付 


